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餌程度と産卵性の関連を調査し,お、化季ごとに適正な育成
, は じ め に

体重を明らかにしようとした。

ノーリンクロスは強健,多産を特徴とする優良国産鶏で
2試 験 方 法あり,本県でも徐々に普及しつつある。本銘柄の飼養法と

しては,主として制限給餌による育成目標体重が示されて   試験区の設定を表 1に示した。試験区分は,既に示され
いる。しかし,こ れらについて,お、化季別 ,あ るいは寒冷  ている140日齢目標体重を参考とし,育成期の制限給餌に
地での方法は詳述されていない。             よってその値が1,400,と なる区を中区 ,こ れより100タ

そこで,本試験では異なるお,化季ごとに育成期の制限給  増減する区をそれぞれ高区及び低区とした。
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1,454  1,390  1,347  1,400

注 *:自 由区を設定したのは夏3、化のみ。

供試鶏は夏ふ化 (1985613餌付),春ふ化 (19862
20餌付),秋お、化 (1986109餌付)の ノーリンクロスを

用いた。試験期間は,各お,化とも480日 齢までとした。

収容鶏合は育雛,育成,成鶏舎とも開放鶏舎を用いた。

成鶏舎の収容ケージは,春お、化が間 |■ 227m夏 ,夏,秋
=、

化が間口18 2cmの ひな段 2段の単飼ケージを用い,|ヽずれ

のお、化も1羽飼いとした。

点灯管理は119月齢まで自然日長とし,それ以降試験終

了まで14時間一定とした。

成鶏飼料の栄養含量は,CP(粗蛋自質)が夏
`、

化165

%,春 ,秋ふ化170%で ,ME(代謝エネルギー)はいず
れも2,800 kca1/ヵであった。

表 2 育成期飼料摂取量と育成体重

既存
*

指針

既存指針量比 (%)

140日 齢体重 (′ )

注 ホ:飼養管理技術シリーズNo l「 ノーリンクロスの能力を 十分に発輝させる育成期の制限給餌J
農林水産省白河種畜牧場

増減したが,その増減量は10～ 50,程度であった。しかし,   2)育 成率
春ふ化は各区とも98～ 160,重 く仕 Lっ た。         制限給餌開始後150日齢までの育成率を表 3に示した。
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3 試験結果及び考察

0)飼料摂取量と育成体重
制限給餌期間内の飼料摂取量と140日齢体重を表 2に示

した。制限給餌期間内の飼料摂取量を同一期間内の既存指

針量と比べると,夏 ,春ふ化の中区はそれぞれ100,102%

で,高 ,低区は両ふ化ともこれより8%の増減量であった。
秋ふ化の中,低区間で差がなかったのは,制限開始 4週目
以降に低区の増給量を多くしたためである。この処置は,

88日齢ころから寒さのために低区でへい死ヒナが頻発した

ためである。

140日齢体重は夏,秋お、化で各区とも目標体重より多少

項

表 1 試 験 区 分

43-140 51-140 70-140

6,15,  5,696  5,251  7,381

108    100     ,2    129

1,489  1,442  1,356  1,684

”
　
一　
∞

5,895  5,422  5,029  5,335

110  102   94   -

1,598  1,529  1,460  1,400
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注 縦列異文字間にP<001有意差
*:制限給餌開始～ 150日 齢

夏 ,春お,化はいずれも区間に有意差はなく,へい死原因も
制限給餌に起因するものではなかった。しかし,秋お、化の

中,低区は,制限給餌が原因と認められる削痩によるへい

死が88～ 98日齢に多発し,育成率も高区の985%に対し中
区は44%低下し,低区は高区より110%有意に劣った。
3)性成熱時の状況
表 4に 50%産卵日齢と同時期の卵重を示した。50%産卵
日齢は,各ふ化とも制限度合の強い区程遅れるという一般
的な傾向を示した。しかし,各お、化で高,低区間差は異な

り,そ の差は夏 ,春 ,秋お、化の順にそれぞれ9, 6,2日
であった。

50%産卵時の卵重は,春 ,秋ふ化が性成熟の遅延度合に

相応して重くなった。これに対して,夏ふ化は高,中区が
ほぼ同じで,低区がこれより軽かった。

表4 油成熟時の状況

高 区
中 区
低 区
自由区

各区間差が小さかった。

産卵日量は,夏ふ化で産卵率,卵重ともに劣った低区が

他区より15～21,少ない485夕 にとどまつた。春8,化
と秋ふ化は区間の卵重に著しい差がなかったため,産卵率

に則した値を示し,春ふィヒが制限の強い区ほど多くなり,

秋お,化は中>低>高区の1隕であった。

飼料要求率で各ふ化ごとに最も優れたのは,夏ふ化が自

由区,春お、化が中区,秋ふ化が中区及び低区であった。ま

た,夏お,化の制限給餌区間内では、高区と中区が同値で ,
低区はこれらより劣った。春 ,秋ふ化で最も劣ったのは ,

それぞれ低区と高区であった。春ふ化の低区は産卵率 ,産

卵日量で他より優れたが,飼料摂取量も他より14～ 24
夕多かった。

4 考    察

比較的狭い範囲での育成体重制御区を3区設けたが,産

卵率,lll重 を主とする産卵性能は体重制御の程度によって

異なる傾向を示し,更に,そ の傾向はふ化季節によっても

相達した。

大谷ら
"は
,夏ふ化を用いて制限給餌解除時期を17週齢

と22週齢で検討し,17週齢解除が産卵率,産卵日量,飼料
要求率で優れたと報告している。本試験の夏ふ化は,制限

給餌解除時期を同一としたが,制限度合の緩い高,中区が

低区より産卵成績が優れた。

以上のことから,夏ふ化を自然日長で育成する場合 ,日
長の漸減が性成熟に対して抑制的に作用するため,強すぎ
る制限給餌は産卵性を損うものと考えられた。したがって

,

夏お、化ノーリンクロスの給餌制限程度はやや弱めとし,

140日 齢体重で示すと,既存指針の上限値をやや上回る
1,5009程度が産卵性に良好と判断された。

石本ら1)は ,育成期に漸増型の光線管理化で制限給餌を

組合せた場合,初産抑制効果は高く,卵重,産卵個数 ,飼
料要求率等の改善が認められたと報告している。このよう

に,日長の増加する時期の育成となる秋～春ふ化の制限給

餌は,卵重の増大を主とする産卵性の改善効果が期待でき
る。更に,本試験の春,秋 3、化は,概括的にみて,制限を

強めた区ほど産卵性の改善が認められた。

以上のことを考慮して,木試験の結果から春ふ化と秋8、

化の140日齢目標体重を示すと,いずれも1,400,程度が

妥当と考えられた。
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表 3 育成率 (%)*

区 夏 ふ 化 春 ふ 化 秋 ふ 化

区

区

区

区由

高

中

低

自

100

96 1

97 1

98 7

“
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９９

９８

９７

985A
94 1AB
875B

区

49 7

49 8

48 9

48 8

48 47 0

48 0

48 3

48.9b
50. la

注 縦列異文字間にP<005で有意差

“

)産卵成績
表5に産卵成績を示した。

産卵率は夏お、化で制限の緩い区ほど,春ふ化で強めた区
ほど優れ,秋ふ化も,ほぼ,春お、化と同じ傾向を示した。
卵重は,夏ふ化で自由区が他の制限区より重く,低区は

最も劣った。春ふ化では低区が他より幾分重く,秋ふ化は

162C   1580   152

l6?b 159b 154

t?ta ft44 154

t58d

表 5 産卵成績

ふ 化 区
産卵率

(%)

卵 重
0)
動曜ω
岬興∽
飼 料
要求率

夏3、化

区
区
区
区由

高
中
低
自

82 6
82 3

80 8
82 4

60 5
61 0

60 0
61 4

50 0
50 2

48 5
50 6

1221
122 5

1196
121 3

2 44
2 44

2 47

2 40

春お、化
区
区
区

高
中
低

秋お、化
区
区
区

高
中
低

1203
1216
120 9

注 表中の数値は151～ 480日 齢の成績を示す。


